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浅
野
　
和
生

I
C
T
の
発
達
で
、「
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
が

実
現
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
車
を
運
転
し

て
、
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ス
や
ダ
ン
フ
ァ
ー
ム

リ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
史
跡
を
訪
ね
た
と

き
、google m

ap

で
検
索
し
てi-Pad

に
道
案
内

を
さ
せ
た
。
す
る
と
地
図
表
示
も
案
内
も
す
べ
て

日
本
語
で
、
埼
玉
県
で
運
転
す
る
の
と
変
わ
ら
な
い
。
他
方
、
東
京
︱

ロ
ン
ド
ン
の
直
行
便
は
、
羽
田
空
港
か
ら
太
平
洋
を
北
上
し
、
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
半
島
の
東
海
上
か
ら
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
北
部
を
通
り
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
を
経
て
北
大
西
洋
、
さ
ら
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
上
空
を
飛
ん
で
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
。
帰
り
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
東
進

し
て
ド
イ
ツ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
黒
海
南
岸
、
カ
ス
ピ
海
を
横
断
し
て
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
か
ら
中
国
、
北
京
か
ら
南
下
し
て
渤
海
湾
、
ソ
ウ
ル
近
く

で
朝
鮮
半
島
を
横
断
し
、
壱
岐
島
か
ら
鳥
取
県
、
四
日
市
で
太
平
洋
へ
、

伊
豆
半
島
か
ら
羽
田
に
帰
っ
た
。
世
界
は
、
戦
争
で
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮

お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
そ
れ
以
外
に
分
か
れ
て
い
る
。
科
学
技
術

が
進
め
る
一
つ
の
世
界
を
、
戦
争
が
二
つ
に
分
断
し
て
い
る
。

一
つ
の
世
界
を
二
つ
に
分
断
す
る
戦
争

本
学
は
、
昨
年
認
可
さ
れ
ま
し
た
成
長
分
野
へ

の
転
換
等
に
係
る
助
成
金
申
請
に
基
づ
き
、
新
学

部
の
設
置
認
可
申
請
の
手
続
中
で
す
。
申
請
す

る
新
学
部
は
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
」
で
し
て
、

こ
の
申
請
が
認
可
さ
れ
れ
ば
、
本
学
は
新
た
に
理

系
の
学
部
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
学
部
設
置
の
申
請
が
認
可
さ
れ
れ
ば
、
本
学
は
三
つ
の
学
部
に

よ
っ
て
鼎
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
安
定
性
の
あ
る
、
し

か
も
文
系
と
理
系
の
双
方
の
学
部
を
有
す
る
大
学
と
な
り
ま
す
。

文
系
、
理
系
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
し
た
が
、
学
問
を
文
系
と
理
系

に
分
け
る
の
は
日
本
特
有
の
分
け
方
で
あ
り
、
外
国
で
は
そ
う
い
っ
た

分
け
方
は
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
日
本
が
学
問
を
文
系
と
理
系
に
区

分
し
た
本
来
の
動
機
は
、
黒
板
と
ノ
ー
ト
が
あ
れ
ば
済
む
文
系
と
比
較

し
て
、
理
系
は
実
験
設
備
等
に
お
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
明
治
時
代

の
日
本
に
お
い
て
は
、
学
生
数
を
絞
ら
ざ
る
を
得
ず
、
予
算
が
か
か
る

学
問
の
学
生
数
を
制
限
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
学
問

の
区
分
と
し
て
文
系
・
理
系
と
い
う
の
は
あ
ま
り
合
理
性
の
あ
る
も
の

で
は
な
く
、
文
系
的
な
知
識
と
理
系
的
な
知
識
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
修

得
で
き
る
文
理
融
合
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
育
っ
た
学
生
は
、
地
域
社
会

あ
る
い
は
社
会
全
体
に
と
っ
て
極
め
て
有
意
義
な
人
材
と
な
る
も
の
と

信
じ
て
、
新
学
部
設
置
の
夢
を
追
い
か
け
る
本
学
の
春
で
あ
り
ま
す
。

2
0
2
6
年
4
月
、
平
成
国
際
大
学
に
「
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部 

情

報
デ
ザ
イ
ン
学
科
」
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。（
仮
称
・
設
置
構
想
中
）

数
理
・
A
I
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
礎
か
ら
学
び
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
地
域
や
企
業
の
課
題
を
解
決
で
き
る
D
X
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
デ
ー
タ
分
析
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
だ
け
で
な

く
、
実
践
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
社

会
で
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
I
T
産
業
、
製

造
業
、
農
業
、
自
治
体
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
触
れ
な
が
ら
、
実
社
会
で

の
応
用
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

新
た
な
学
び
の
場
と
し
て
、
地
域
や
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
成
長
で

き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
さ
ら
に
活
気
づ
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
D
X
人
材
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
、
国

際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
り
ま
す
。

新
学
部
が
誕
生
し
ま
す
。

文
系
・
理
系
に
つ
い
て

平
成
国
際
大
学
　
学
長
　
柏
木
　
俊
彦

校
友
会
顧
問

副
　
学
　
長
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校
友
会
会
長
　
高
井
　
勝
弘

日
頃
よ
り
、
校
友
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
の
O
B
や
O
G
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
女
子
柔
道

部
O
G
の
三
浦
陽
菜
乃
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学

部
）
は
、
世
界
ク
ラ
シ
ッ
ク
＆
エ
ク
イ
ッ
プ
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
＆
ジ
ュ
ニ

ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
O
B
の
堤
聖
也
選
手
が
W
B
A
世
界

バ
ン
タ
ム
級
王
座
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
宇
津
木
秀
選
手
は
O
P
B
F
東

洋
太
平
洋
と
W
B
O
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
の
ラ
イ
ト
級
王
座
を
統
一

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
彼
ら
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
私
た

ち
の
誇
り
で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
輝
か
し
い
成
果
を
収
め
ら

れ
た
こ
と
は
、
在
校
生
や
後
輩
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り
ま

す
。
三
浦
さ
ん
、
堤
選
手
、
宇
津
木
選
手
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

校
友
会
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
を

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
の
誇
り
︱
卒
業
生
の
輝
か
し
い
功
績
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会員紹介

宮城県警察機動隊

渋谷　隆範

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
国
民
の
た
め
に

平
成
国
際
大
学
を
卒
業
後
、
宮
城
県
警
察
に

奉
職
し
12
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
剣
道
特
別
強
化
訓
練
生
と
し
て
機

動
隊
に
所
属
、
悪
に
怯
ま
な
い
、
強
靭
な
精
神

身
体
を
構
築
す
る
た
め
に
日
々
精
進
し
、
現
場

で
の
執
行
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

特
別
救
助
班
と
し
て
も
災
害
現
場
に
お
い
て

人
命
救
出
、
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
は
剣
道
部
に
所
属
し
、
監
督
の
教

え
の
も
と
、
仲
間
と
稽
古
に
励
み
全
日
本
学
生

大
会
に
、
団
体
、
個
人
出
場
、
そ
の
他
多
く
の

大
会
で
た
く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
学
生
生
活
の
中
で
学
ん
だ
こ

と
の
一
番
は
人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
で
し
た
。

先
輩
、
後
輩
、
そ
し
て
同
級
生
と
の
４
年
間
、

時
に
は
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
苦
し
か
っ
た
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
こ
の
学
生
時
代
の
仲

間
と
の
「
縁
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
自
分

が
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
繋
が
り
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
国
民

の
た
め
全
力
で
警
察
官
と
い
う
職
を
全
う
し
て

い
き
ま
す
。

LOTUS WORKS 株式会社　取締役

猪ノ原　達弥

思
い
を
言
葉
に
出
す
こ
と

学
部
か
ら
修
士
ま
で
6
年
在
籍
し
ま
し
た
。

入
学
が
22
年
前
と
い
う
残
酷
さ
は
さ
て
お
き
、

振
り
返
る
と
所
属
し
た
陸
上
部
や
ゼ
ミ
等
、
本

当
に
沢
山
の
「
縁
」
に
恵
ま
れ
た
学
生
生
活
で

し
た
。
ま
た
、「
や
り
投
」
に
本
気
で
取
り
組

ん
だ
充
実
の
日
々
で
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
商
社
に
13
年
勤
め
た

後
、
現
在
は
前
所
属
の
先
輩
と
業
務
用
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
企
画
、

販
売
、修
理
、搬
入
組
立
な
ど
）
会
社
を
起
業
し
、

全
国
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
縁
あ
っ

て
今
年
４
月
か
ら
外
部
投
擲
コ
ー
チ
と
し
て
陸

上
部
に
携
わ
り
、
後
輩
た
ち
の
〝
栄
養
〟
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や

経
験
を
活
か
し
、「
携
わ
っ
た
人
た
ち
に
と
っ

て
の
良
き
縁
と
な
り
、き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
」

で
す
。〝
仕
事
は
会
社
と
会
社
で
は
な
く
、
最

後
は
人
と
人
な
の
で
、
顔
の
見
え
る
、
感
情
の

あ
る
対
応
、「hum

an to hum
an

」
を
大
切

に
す
る
〟。
こ
れ
は
企
業
理
念
で
も
あ
り
ま
す

が
、
本
業
に
限
ら
ず
コ
ー
チ
業
や
私
生
活
に
お

い
て
も
大
切
な
指
針
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
期
一
会
を
大
切
に
し
、
縁
に
恵
ま
れ
た
―
　

そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
励
み
ま
す
。

LIPS DANCE SCHOOL 講師
花巻東高校　非常勤講師

荘司　陽香

学
ん
だ
力
を
胸
に

私
は
大
学
で
は
ダ
ン
ス
部
に
所
属
し
、
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
し
た
た
め
に
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ず
辛
い
期
間
も
あ
り
ま

し
た
が
、
村
田
先
生
や
幅
田
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
全
国
大
会
入
賞
を
目
指
し
て
仲
間
た
ち

と
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
よ
り
良
い

作
品
を
創
る
た
め
に
仲
間
と
奮
闘
し
た
り
自
分

の
ス
キ
ル
を
磨
い
た
り
と
、
と
て
も
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
知
識
や

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
仲
間

に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

日
々
様
々
な
角
度
か
ら
ダ
ン
ス
と
向
き
合
い

追
求
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
、

幼
少
期
か
ら
夢
だ
っ
た
ダ
ン
ス
の
仕
事
を
し
た

い
！
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学

時
代
に
学
ん
だ
表
現
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
自
分
か
ら
発
信
し
て
み
た
い
と
思
い
、
現
在

は
岩
手
県
に
て
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
講
師
や
高
校

非
常
勤
講
師
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
が

ダ
ン
ス
を
通
し
て
身
体
で
伝
え
る
楽
し
さ
や
奥

深
さ
を
教
わ
っ
た
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が

ダ
ン
ス
の
力
に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
今
後
も
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成国際大学校友会ホームページや
母校の「基本情報」、「各種証明書」の発行方法については、
下記ＱＲコードを読み取ってご確認ください。

（校友会ＨＰ） （基本情報） （財務状況） （各種証明申込・施設利用）
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◎女子硬式野球部
★全日本大学女子硬式野球選手権大会
高知大会　優勝( 2 連覇)
★WBSC女子野球ワールドカップ
日本優勝( 7 連覇)
日本代表選出(学生 1名、卒業生 1名)
台湾代表選出 1名
◎陸上競技部
★�関東学生陸上競技対校選手権大会
　( 2 部)
陸上競技部(円盤投げ　 1位)
　　　　　(ハンマー　 3位)
　　　　　( 4 ×100R　 3 位)
総合得点 7位(入賞12種目)
★関東学生新人陸上競技選手権大会
1500m　 5位
◎剣道部
★埼玉学生剣道大会
男子個人優勝(春冬)
女子個人優勝(春冬)
男子団体優勝(冬)

◎柔道部(男子)
★関東学生柔道優勝大会 2 部(男子)
団体優勝
★埼玉県ジュニア柔道体重別選手権大会
66kg級　 3位
81kg級　 3位
90kg級　 3位
★全日本学生柔道形競技大会
投の形　 3位
★Junior Olympic National Championships(男子)
81kg級　 2位
★�湊谷杯全国学生柔道体重別選手権

大会(男子)
81kg級　 3位
◎柔道部(女子)
★関東学生柔道体重別選手権大会(女子)
78kg超級　 3位
★全日本学生柔道形競技大会
柔の形　優秀賞
固の形　優秀賞

◎ウエイトリフティング部
★�東日本学生ウエイトリフティング個

人選手権(女子)
45kg級　 2位
71kg級　 3位
87kg級　 2位
★全日本大学対抗(女子個人)
3 位
★全日本女子選抜選手権大会(個人)
2 位
★�全日本大学対抗ウエイトリフティン

グ選手権大会( 2 部)
ウエイトリフティング部(団体)優勝
◎ボクシング部
★関東大学 3 部トーナメント戦
ライト級　準優勝
◎男子バスケットボール部
★関東大学バスケットボール 5 部(男子)
リーグ戦　 3位
4部リーグ入れ替え戦勝利
◎ダンス部
★ ｢関東学生舞踊連盟発表会｣ に出品

CAMPUS　TOPICS（2024.9～2025.2）〈キャンパストピックス〉

2018年法学部卒・堤聖也選手、
WBA世界王座獲得＆初防衛！
令和 6年10月13日、東京・有明アリーナで行われたWBA世界バ

ンタム級タイトルマッチにて、本学ボクシング部OBの堤聖也選手
（2018年 3 月法学部卒）が王者・井上拓真選手を 3 - 0 の判定で破り、
新王者となった。試合序盤から積極的に攻め、 8 回には猛攻を仕
掛け、10回には左フックでダウンを奪取。終盤まで手を緩めるこ
となく攻め続け、判定勝利をつかんだ。試合後のインタビューでは、
「この瞬間のために生きてきた」と涙ながらに語った。堤選手は
令和 5 年12月の国内トーナメントで優勝。激闘の末、対戦相手が
亡くなる悲劇も経験し、さまざまな思いを背負っての世界挑戦だっ
た。勝利後、井上選手へ「人生の恩人」と感謝の言葉を述べた。
令和 7年 2 月24日、同会場で行われたWBA世界バンタム級タイ

トルマッチでは、王者・堤聖也選手（角海老宝石）が挑戦者・比
嘉大吾選手（志成）と対戦。12
回の激闘の末、 3者とも114-114
のドローとなり、堤選手が王座
防衛を果たした。
本学の誇る世界王者の誕生に、

多くの祝福の声が寄せられてい
ます。今後、世界の舞台での活
躍にも大きな注目が集まってお
り、これからも研鑽を重ね、更
なる高みを目指して邁進される
ことを期待している。

2017年法学部卒・宇津木秀選手が
アジア 2 団体統一王者に！
令和 6年11月21日、東京・

後楽園ホールで行われた
「WBOアジア・パシフィッ
ク」＆「東洋太平洋」ライ
ト級王座統一戦にて、本学
法学部OBの宇津木秀選手
（2017年 3 月法学部卒）が
保田克也選手を 6 回 2 分47
秒TKOで破り、統一王者と
なった。
試合は激戦となり、宇津

木選手は 4 回に右フックで
先制のダウンを奪うも、そ
の後カウンターを受け 4 回
終盤と 5 回に 2 度のダウン
を喫した。しかし 6 回、右
ストレートと連打で 2 度倒
し返し、最後はレフェリー
ストップで勝利を収めた。試合後、「圧勝したかったが、保田選手
はうまかった。まだまだ世界は遠い」と謙虚に語った。
宇津木選手はこれで日本王座も含めた地域 3 冠を達成。今後、

世界王座への挑戦が期待される。統一王者となった本学OBとその
快挙に多くの人が称賛を贈っている。

ボクシング部OB 2 名が快挙！

卒業生満足度調査(2024)アンケート結果について
大学の卒業生を対象に、学生生活の満足度や大学への要望、
校友会活動の充実に向けた提案を募集しました。回答は教育の改善や質保証の
推進に役立てられます。

大学データ 令和 ７年 2月28日現在

部活動　戦 績



（PB） （4）

さをくり返し味わった中、そ
れでも何度打ちのめされよう
とも、またここから始めてい
こう、と悲願の第 １回公演を
実現させました。自主公演
は、企画から運営まで自分達
で創り上げる舞台で、その準
備には途方もない時間とエネ

ルギーを費やします。しかし、大変な分だけ地力・自力
が付いていくのも確かです。
本学ダンス部は、ダンスを通して身体を磨き、感性を

磨き、人間を磨き、創造的なエネルギーに溢れる部を目
指しています。主
に取り組んでいる
創作ダンスは、ダ
ンスの様々なジャ
ンルの中でも型に
はまらない自由な

ダンスです。自分や社会を見つめ、オリジナルの作品を
創り上げます。踊ることは生きることと向き合うこと。
ダンスの身体と創造の旅を通して、豊かな人間形成へと
繋がっていくことを大切にして
います。
本学ダンス部が新設からここ

まで歩んでくることができたの
も、多くのご支援のお陰です。
感謝とチャレンジ精神を忘れず
に発展し続けていきたいと思い
ますので、今後とも応援のほど
宜しくお願いします。
【告知】�「埼玉大学ダンス部×平成国際大学ダンス部
　　　　合同公演２０２５」
　　　　 ３月21日(金)18時開場、18時半開演
　　　　＠さいたま市文化センター　小ホール

平成国際大学ダンス部
は、2017年にスポーツ健
康学部が創設されたのに
伴って新設されました。
ゼロからのスタートで、
最初はダンス未経験の学
生を集めて「HIUダンス
プロジェクト」として大

学祭にて発表を行いました。その後、2018年にダンス経
験者の新入生 3名を迎えて「ダンス部」として本格的に
活動を開始しました。
活動 １年目から全国規模の大会に果敢に挑戦し、大学

祭での“踊るキャ
ンパス”開催など
精力的に踊る場
を開拓してきまし
た。ダンスの無限
の可能性を信じて
「ダンスの力」を学内外に発信し続けています。
そして昨年度、全日本高校・大学ダンスフェスティバ

ル（神戸）にて ４つの大賞の １ つである「神戸市長賞」
に輝きました。この賞は「新境地を切り開く独創的な発
想の探究に対して」最も優れていた大学に贈られる賞で
す。歴史ある常連校がひしめく中で、初受賞ベスト ４と
いう快挙でした。
また、2022年より自主公演を毎年開催しています。

2020年頃から新型コロナウイルスが蔓延したことで、舞
台の中止や大会の出場辞退が ２年ほど続き、失望と悔し

身体を磨き、感性を磨き、人間を磨く

ダンス部

キャンパス今昔物語
⃝サッカー場

大学祭の“踊るキャンパス”

旧

新

全国大会受賞作品

発行：平成国際大学　校友会　〒347―8504　埼玉県加須市水深大立野2000

公式戦にも使用できる人
工芝のサッカー場（2024年
リニューアル）。夜間照明
もあり、日が落ちてからの
練習もできます。

受賞発表直後

自主公演の舞台


